
スポーツ講演会実施要項 

 

１  趣 旨 東京２０２０パラリンピック競技大会（以下「東京大会」という。）出場者を複

数名講師として招き、基調講演・トークディスカッション形式での会場とオン

ラインを併用した講演会を開くことにより、共生社会の実現及び東京大会のレ

ガシーとして今後の更なるパラスポーツの普及促進を図る。 

２  主 催 公益財団法人相模原市スポーツ協会 

３  共 催 相模原市 

４  後 援 特定非営利活動法人相模原市障害児者福祉団体連絡協議会 

相模原市身体障害者連合会 

（相模原市視覚障害者協会、相模原市肢体障害者協会、 

特定非営利活動法人相模原市難聴者協会・土の会） 

株式会社エフエムさがみ（FM HOT 839） 

５  協 力 相模原市陸上競技協会 

６  期 日 令和４年７月３日（日） 開演時間：午後１時３０分  

７  会場及び あじさい会館ホール：１６０人（車いす席あり）〈入場無料〉 

   募集定員 オンライン(zoomウェビナー)：５００人〈視聴無料〉 

８  演 題 「パラアスリートに学ぶ！ チーム道下の“きずな”と 金メダル」 

９  司 会 田中 あこ氏（FM HOT 839 ラジオパーソナリティー） 

10  講 師 道下 美里氏（三井住友海上火災保険株式会社） ※オンライン参加 

志田 淳 氏（NEC） 

青山 由佳氏（相模原市役所） 

11  募集方法 ５月１５日号「広報さがみはら」に掲載、市内施設にポスター・リーフレット

の掲出、市ＨＰや市スポーツ協会ＨＰ等で周知し募集する。 

観覧又は視聴希望者は、会場での観覧かオンラインでの視聴を選択し、市スポ

ーツ協会ＨＰの申込フォーム又は申込用紙に必要事項（全員の氏名、フリガナ、

年齢、市内在住・在勤・在学の有無、代表者の氏名、住所、電話番号、Ｅメール

アドレス、手話通訳・要約筆記・車椅子席・介助が必要な場合の人数）を記入の

うえ、紙面で申込の方は、あて先明記の返信用封筒長形３号（８４円切手貼付）

と必要事項を記入した紙を封筒に同封して市スポーツ協会へ申し込む。 

令和４年５月１９日（木）～６月１９日（日）必着。（先着） 

なお、延期になった令和３年度の同講演会の申込者については、優先申込でき

ることとする。優先申込期間は、５月１９日（木）から５月２９日（日）まで（先

着）とし、一般申込期間は、５月３０日（月）から６月１９日（日）まで（先着）

とする。 

 

12  日 程 

時 間 内 容 

午後 １時００分 受付・開場 



  

 

１時３０分 

 

 

 

１時４５分 

 

 

 

 

 

 

  （２時２５分） 

２時３５分 

２時５５分 

３時１０分 

３時１５分 

３時２０分 

開演前 注意事項の場内案内・周知(司会) 

開会のことば 

市長あいさつ   本村市長 

来賓、後援、協力団体名等紹介 

プロフィール紹介 

開演 

基調講演 

「パラアスリートに学ぶ！ 

チーム道下の“きずな”と金メダル」 

講師 道下 美里 氏（パラマラソンランナー） 

講師 志田  淳  氏（ガイドランナー） 

講師 青山 由佳 氏（ガイドランナー） 

（休憩） 

トークディスカッション 

質疑応答 ※質問は申込時に募集 

花束贈呈 ※市スポーツ協会 三塚会長 

閉会のことば 

終了予定 

 

13  注意事項 当日は、スマートフォン・カメラ・ビデオカメラ等での許可のない撮

影・録音・録画等は出来ない。 

新型コロナウイルス感染症防止対策として、大声を出さないことや、

不織布マスクの着用、手指の消毒、手洗い・うがい、身体的距離の確保

及び検温に協力する。また、LINEコロナお知らせシステムや接触確認ア

プリ（COCOA）の登録等に協力すると共に、過去２週間以内に感染が引き

続き拡大している国・地域への訪問歴がある場合や健康状態に不安のあ

る方は来場を控える。 

公共交通機関等をご利用の際は、公演前後の交通機関の分散利用や飲

食・会合の抑制等、施設外での感染防止に協力する。 

 

14  個人情報 主催者等は個人情報に関する法令を遵守し、公益財団法人相模原市スポーツ協

会個人情報保護規程に基づき、取得した個人情報について適正に取り扱う。主催

者等が取得した個人情報は、開催案内、連絡確認、結果公表、結果管理、写真掲

載、統計資料作成、その他事業運営上必要な連絡に使用する。また、事業結果及

び写真については、ホームページに掲載する場合がある。 

 

15  そ の 他 学校公共施設等掲示用ポスター、配布用チラシ等を作成。 

実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策を講じ入場者へ事前対策を

周知する。また、入場者数は入場制限の範囲内での実施とする。 

手話通訳や要約筆記が必要な方に情報保障を行う。 


